



























Consideration of Plant Use and Foodstuffs Cooked in Incipient Jomon 









































文時代草創期については，隆帯文土器や石皿，磨石などが多数出土し，竪穴状遺構 4 基と，土坑 10
基，炉穴 30 基，集石遺構 6 基，配石遺構 8 基が見つかった。このことから，王子山遺跡が縄文時代
草創期の集落遺跡であったことがわかっている。また，炉穴や土坑からは炭化したコナラ属子葉や
鱗茎が出土したことで注目を集めた遺跡でもある［都城市教育委員会，2012］。筆者は炭化植物遺体 4
点の 14C 年代測定を実施して 11,505±35〜11,430±35 14C BP の年代を得ており，これらの植物遺体
が縄文時代草創期の隆帯文土器期の植物遺体であることを確かめている［工藤，2012b］。
　一方，三角山Ⅰ遺跡は鹿児島県熊毛郡中種子町砂中に所在し，種子島の新種子島空港建設に伴っ
て 1994 年から 2003 年にかけて発掘調査が行われた遺跡である。種子島でも最も標高が高く太平洋
と南シナ海との標高約 240 m の東西分水嶺上に立地する（図 1）。三角山Ⅰ遺跡では，薩摩火山灰














期の隆帯文土器に付着した炭化物 13 点と，煙道付炉穴および土坑から出土した 3 点のコナラ属炭化
子葉，2 点の炭化鱗茎である（図 2・図 3）。土器付着炭化物は内面付着炭化物を中心に採取したが，
比較のため 1 点のみは外面付着炭化物も試料として採取した。
　5 点の炭化植物遺体についてはすでに 14C 年代測定結果を得ており，11,505±35 14C BP（PLD–







　O–6：SC31 から出土した隆帯文土器の口縁部破片である。口縁には 2 条の隆帯がめぐり，隆帯上
には爪形文が施されている。Ⅱ類土器である（報告書第 25 図 156）。内面に分厚いカサブタ状の炭
化物が付着していた。これについてはすでに 14C 年代測定が実施されており，12,080±40 14C BP の
年代が得られている［古環境研究所，2012］。
　O–7：SC33 から出土した隆帯文土器の口縁部破片である。口縁には隆帯が 1 条めぐり，ヘラ状の
工具による刻み目が施されている。Ⅰ類土器である（報告書第 19 図 27）。内面にやや厚くカサブタ
状に炭化物が付着していた。
　O–8：B1–a Ⅹ b 層から出土した隆帯文土器の胴部破片である。胴部の屈曲部に貝殻による押圧で
施文されている。Ⅱ類土器である（報告書第 24 図 142）。内面にはカサブタ状の炭化物が少量付着
していた。
　O–9：SC53 から出土した隆帯文土器の口縁部破片である。口唇部には隆帯が 1 条めぐり，隆帯は






　O–11：SC49 から出土した隆帯文土器の口縁部破片である。口縁には 2 条の隆帯がめぐる。Ⅰ類
土器である（報告書第 20 図 38）。内面にカサブタ状の炭化物が付着していた。























　SC28 No. 1：炉穴 SC55 を切る土坑 SC28 から出土したコナラ属炭化子葉である。長さ 13 mm 程度
で楕円形をした個体である。子葉の半分が残っている。SC28 からはコナラ属炭化子葉が多数検出さ
れている。
　SC28 No. 2：土坑 SC28 から出土した炭化鱗茎である。長さ 10 mm 程度で，鱗片が層状になって
いるのが観察できる。SC28 からは炭化鱗茎が数十点検出されており，このうちの 1 点である。
　SC33 No. 3：炉穴 SC33 から出土したコナラ属炭化子葉である。長さは 15 mm 程度で，子葉の約
4 分の 1 が残っている。SC28 No. 1 よりも縦長の個体である。SC33 からもコナラ属炭化子葉は多数
出土しており，このうちの 1 点である。
　SC33 No. 4：炉穴 SC33 から出土した炭化鱗茎である。長さは 10 mm 程度で，鱗片の層状構造は
明確ではないが，不定根の部位が残る。




の隆帯文土器と推定される土器片に付着した炭化物 10 点である（図 4）。三角山Ⅰ遺跡の縄文時代
草創期の資料の多くは県指定文化財に登録されているため，今回は指定外の土器片を選び，2011 年
















　KS–1（三角山Ⅰ B10V1945 他 7 片接合）：隆帯文土器の無文部と推定される胴部片であり，7 片が










No. 1037 と No. 3538 の 2 片が接合しており，内面にカサブタ状の炭化物が付着しており，炭化物は
No. 1037 から採取した。





い破片である No. 7843 の土器片から炭化物を採取した。内面付着炭化物との比較試料である。



















て 0.001〜1.2M 水酸化ナトリウム（NaOH）水溶液により，室温〜80̊C の処理を行った［吉田，2004］。
徐々に NaOH の濃度を濃くして，水溶液が着色しなくなるまでこの操作を繰り返し，最終的にすべ
ての試料について 80̊C，1.2M の濃度まで処理を行った。AAA 後の試料は乾燥後，秤量した。
　土器付着炭化物も基本的に炭化植物遺体と同様に AAA 処理を行ったが，ニスや接着剤による汚
染を除去するため，AAA 処理の前にアセトンで浸とうした。アルカリ処理については，試料の状
態に応じて，0.01M あるいは 0.1M の濃度で処理を終了している。全般的に王子山遺跡の土器付着炭
化物は保存状態が悪く，0.005 M 濃度の NaOH 水溶液でもかなり茶色く着色した。このうち，O–9，





　乾燥後の試料は（株）SI サイエンスに分析を依頼し，ThermoFisher Scientific Flash EA1112–


























12.1 11430±35 14C BP　 –26.7 0.6 0.7 49.6 84.5 




12.9 11485±35 14C BP　 –26.7 –4.5 1.4 63.4 53.3 








口縁 内面 隆帯文 83.5 5.1 
古環境研究所が測定 
12,080±40 14CBP




口縁 内面 隆帯文 21.9 0.9 
付着物は多くない 
同位体分析のみ








胴部 内面 隆帯文（指押圧） 36.0 ×
外面にもあったが内
面から採取




口縁 内面 隆帯文（貝殻） 85.5 ×
接着剤，ニスの注記
あり








胴部 内面 隆帯文（貝殻） 81.5 8.4 
桑畑氏が採取してア
ルミに包んで保管









胴部 内面 隆帯文（無文部） 61.2 ×
土器は小さいが量は
多い








胴部 内面 隆帯文（無文部） 73.9 12.0 –25.0 4.6 1.6 14.1 10.0 




胴部 内面 無文 64.7 ×
小破片のため時期不
明








した。炭化鱗茎・コナラ属炭化子葉のδ 15N は最大で 0.6‰，最小で–4.5‰とかなり低い値を示し，
土器付着炭化物のδ 15N が 2.4〜9.9‰に分布するのと対照的であった。また，土器付着炭化物の中で
も外面付着炭化物のδ 15N は 9.9‰と高かった。
　一方，C/N 比を見ると，炭化植物遺体は窒素が少なく，特に炭化鱗茎にはほとんど窒素が含まれ
ていなかった。コナラ属炭化子葉も C/N 比は 50 以上であり，土器付着物と比較して，窒素含有量
が極めて低かった。これに対し土器付着物の C/N 比は 10〜20 程度であり，一定量の窒素を含んで
いた。特に，O–6，O–7，O–11，O–15，O–16 の 5 点は C/N 比が 10.0〜12.6 と低い値を示した。た






















































































　三角山Ⅰ遺跡の試料の分析結果を表 2 に示した。δ 13C・δ 15N からみてみると，外面付着炭化物
を除きδ 13C は–24.4〜–22.6‰であった。内面付着炭化物のδ 15N は 7.4〜12.3‰であり，やや高い値
を示すものが多かった。外面付着炭化物はこれらと傾向が異なっており，δ 13C は–25.9‰，δ 15N
は 10.0‰と，内面付着炭化物と明確に区分された。
　一方，C/N 比を見ると，外面付着炭化物は窒素含有率が低い。内面付着炭化物は C/N 比が 8.1〜
13.7 であり，窒素含有率が高かった。特に，KS–1，KS–4，KS–7 の 3 点は C/N 比が 8.1〜8.5 と，窒
素含有率が特に高い。ただし，KS–1，KS–7，KS–8 の試料に関しては AAA 処理後の残量が少なく，
試料に鉱物が混じっていたため，全窒素，全炭素の量自体もパーセンテージとしては少ない。土壌
中の有機物からの汚染は AAA 処理の段階でほとんど除去できていると思われ，鉱物が含まれても







　王子山遺跡の内面付着炭化物のうち，O–6 と O–15，O–17 の試料はδ 15N がやや高く，窒素含有
量も多いことを考えると，これらは動物質の食料を煮炊きした際にできた炭化物，あるいは動物質
食料の食料と植物質の食料を煮炊きした際にできた炭化物であった可能性が高い。中でも，O–6 と
O–15 はδ 15N が他と比べてやや高い。O–6 の試料については古環境研究所によって 14C 年代測定が
実施されているが，12,080±40 14C BP［古環境研究所，2012］と，隆帯文土器の 14C 年代としてはや
や古い印象を受ける［工藤，2011 参照］。王子山遺跡は内陸部に位置しており宮崎平野の現海岸線ま
で直線距離で 27 km 離れているため，当時の人々が海産資源を中心的に利用していたとは考えにく
い。ただし王子山遺跡の隆帯文土器には貝殻の押圧によって施文された土器も多く出土しており，
当時の人々が海産資源を全く利用していなかったとも考えにくい。O–6 の土器付着物が海産物起源
であれば，12,080±40 14C BP という年代は，海洋リザーバー効果によって古く出ていると判断する
こともできる。ただし O–6 の試料のδ 13C・δ 15N は必ずしも海産物とは言えない値であり，米田
穣［Yoneda et al., 2004；米田 , 2008］が示した淡水魚の領域とも近い。
　植物質の可能性が高い試料もある。O–8 は，δ 13C が–25.8‰，δ 15N が 2.6‰と，陸上動物あるい




















　一方，三角山Ⅰ遺跡のデータを見てみると，外面付着炭化物である KS–5 のδ 13C は–25.9‰と低
い値を示し，C/N 比が 21.6 とやや高い値を示している。この外面付着炭化物はおそらく燃料材に由








ても高い（図 6）。また，内面付着炭化物はδ 15N が高く，C/N 比からみて窒素含有量も多いことが
わかる。これらの点からを考えると，内面付着炭化物の多くは，動物性の食料を煮炊きした，ある
いは動物質と植物質の食料を一緒に煮炊きした際にできた炭化物であった可能性が高い。なかでも，
KS–1・KS–4・KS–7 の 3 点は C/N 比が低く（ただし KS–1・KS–7 は参考値），動物起源の有機物が
主体の炭化物であると推定される。KS–1 はδ 15N が 12.3‰とかなり高いことも考慮するならば，こ
の炭化物の起源は海産物や淡水魚であった可能性が考えられる。




コナラ属炭化子葉と炭化鱗茎も，δ 15N は 0.6‰以下と低かった。また，下宅部遺跡の土器付着植物
遺体の場合，C/N 比が低くても 20 前後であり，三角山Ⅰ遺跡の土器付着物の C/N 比は 10 前後と，
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Thus far, plant use during the Incipient Jomon period has been discussed in relation to the beginning 
of pottery use. This is because initial pottery-making is thought to have enabled the use of a number of 
vegetable foods found in cool to temperate, deciduous broadleaf forests, such as nuts and acorns that 
require boiling to remove toxins before consumption. However, clarifying “what kind of foods were 
actually processed or cooked in Incipient Jomon potteries” is one of the most important research topics. 
In 2012, charred acorns (Quercus subgen. Lepidobalanus) and bulbs of wild onion (Allium sp.) from 
the Incipient Jomon period were excavated from the Ojiyama Site, and directly dated to 13,400 cal BP. 
These discoveries indicate that people in the southern part of Kyushu Island already utilized these 
types of plant foods. 
In addition, in order to examine actual usage of the Ryutaimon pottery and to estimate its relation-
ship with plant foods, carbon and nitrogen stable isotope values and C/N ratios of these plant remains 
and charred materials attached to the inside of Ryutaimon pottery from the Ojiyama Site (southern 
Kyushu Island) and Sankakuyama Site (Tanega-shima Island) were analyzed. 
Stable isotope values seem to show that Ryutaimon pottery from the Ojiyama Sites was used not 
only for boiling plants (especially acorns), but also for boiling remains of terrestrial mammals. The 
charred materials on potteries might be residue of a mixed “stew” of plant and animal foods. In the case 
of the Sankakuyama Site, stable isotope values were related more closely to marine products. It is likely 
that Ryutaimon pottery on southern Kyushu Island was used as a cooking tool for boiling a wide variety 
of foodstuffs. 
Key words: Incipient Jomon, charred material on pottery, stable isotope analysis, radiocarbon dating, 
plant use
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